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Abstract :　Seasonal changes in the number, and effects of larval density on body length,

dispersal rate, longevity under stavation condition, occurence of flight muscale autolysis and

fecundity of ＳａｒTXcalliｓ　ｆｅａｈａＬｕalｕofealani(Kihkaldy) adults were investigated in the field

(warmer region of Japan) and in the laboratory from 1995 to 1997. Large numbers of Ｓ･

fe,ah,ａｕ)alｕｏｆｅａｌ(ﾆjniwere found onＬａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａinc鋭ｃａｆｒom July to September, it seems that the

adults fly from tree to tree and they produce some larvae in this season. The size of the adults

decreased at the higher densities. The adults emerging from low density were more likely to

deposit larvae, but there was a greater tendency for adults to leave the population when the

density is high. No significant difference was found between longevity under stavation condi-

tion of the adults and larval density. The adults emerging retained flight muscle irrespective of

density, and flight muscle autolysis did not occur until their death. The adults deposit some

larvae until one or two days after emergence, large numbers of larvae produced by ａ adult

recognized during from two to eight days after emergence. Total number of larvae deposited by

ａ adult was 50-55 at low densities, 45-50 at high densities. A behavior sequence of this species

adults after emergence was divided into two pheses (teneral period, flight ・ larviposition

period)ニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

　サルスベリマダラアプラムシＳａｎｘcalliｓ ｋａｈａｗalｕｏｋａｌａｎにKiRKALI〕Ｙ)は，花木として庭等に

植えられているサルスベリＬｃむｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａ　ｉｎｄｉｃａに夏から秋にかけて発生して被害を出す害虫で

ある(小林1)，小林・滝沢2)，森津3)，奥野らｏ，宗林5)，上住・西村6)).本種がサルスベリで繁殖

を繰り返す時期は出現する成虫はすべて長短型成虫で(小林1レ小林・滝沢2)，森津3)，奥野ら4)，

宗林5)，ＨＩＧｕcHI7))，幼虫期の密度によっても辺型の変化は見られない(野里8)).従って，本種は

日本産アブラムシの短型の類別では第１型に属する(野里8)).このような長辺型だけという性質

の日本産のアブラムシについての移動分散や産手数についてはこれまで調べられていない．低密度

の時は無辺型成虫だけが出現するワタアブラムシＡｐｈ,iｓ ｇｏｓｓ:yｐｉｉGlover では殆ど移動せず繁殖

に集中し，密度が高くなると出現する長辺型成虫は必ず羽化場所から移動することが知られており
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(例えば，野里9))，それに対して本種は低密度でも長辺型なので移動する可能性があり，異なった

性質を示すかもしれない．又，ワタアブラムシの長辺型成虫は羽化後数日経過すると移動せずに産

子を続ける行動を示す(野里9))が，本種の場合はどのような経過を示すのか明らかでない．さら

に，多くのアブラムシ類では長短型成虫は高密度の時に出現し，その産子数は無辺型成虫より少な

い場合が多い(例えば，河田10)高岡門が，本種の場合は繁殖を繰り返している時も長短型成虫

なので幼虫期の密度がその産子数に影響している可能性が示唆されるけれども，調べられていない．

そこで，異なる幼虫密度で室内飼育した羽化成虫について，その大きさ，移動率，飢餓条件下の寿

命，日齢と飛翔筋の有無等の移動に関することと産子数について調べた結果を報告する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料及び方法　　　　　：

１．サルスベリマダラアブラムシの発生消長　高知県南国市物部にある高知大学農学部構内に植え

られているサルスベリ（樹高約２ｍ）で1995年, 1996年及び1997年の３年間にわたって，本種の発

生消長を調べた．毎年５月上旬から11月下旬まで月３回（上旬，中旬，下旬），次のように本種の

個体数を調べた．各調査ごとに本種が発生している10葉を選び，葉ごとに発生しているアブラムシ

成虫と幼虫の合計数を記録した．

２．羽化成虫の大きさに及ぼす幼虫密度の影響　1996年９月に高知大学農学部構内のサルスベリか

ら本種成虫を30頭採集して，室内で次のような実験を行った．採集した30頭を３容器に10頭ずつ入

れ，予め入れたサルスベリの３葉の付いた小枝に約24時間産子させた．約24時間後産子された１齢

幼虫を１葉の小枝に, 1, 5, 10, 15及び20頭ずつ接種して飼育した．成虫になった時点で，各区

20頭の体長を顕微鏡下で測定した．飼育は25±2°C, 16L-8Dの日長下で行なった．

３．羽化後成虫の移動に及ぽす幼虫密度の影響　羽化後成虫は幼虫密度に関係なくすべて長辺型な

ので，幼虫密度と成虫の移動との関係を次のように調べた．高知大学農学部構内のサルスベリから

採集した成虫に室内で約24時間産子させた．産子された１齢幼虫を１葉当たり1, 5, 10, 15及び

20頭ずつ接種して成虫になるまで飼育した．成虫になった時点で，次のような実験を行なって移動

する成虫の割合を調べた．幼虫密度ごとに飼育した容器に，羽化１日前から，１葉の付いた小枝を

幼虫飼育している葉の周囲に２ｃｍ離して置いた．幼虫から成虫が羽化して，その周囲に置いた新鮮

な葉に移動した個体数を調べた．実験は，１頭区は15回，５頭区以上は３回の繰り返しを行った．

実験は25±2°C, 16L-8Dの日長下で行なった．

４．飢餓条件下の成虫寿命と幼虫密度との関係　羽化後成虫を飢餓条件にした時の成虫寿命が幼虫

密度と関係があるか否かを次のように調べた．野外から採集した成虫に約24時間産子させた．産子

された１齢幼虫を葉当たり1,5, 10, 15及び20頭ずつ接種して成虫になるまで飼育した．成虫に

なった時，内面を水で湿らした小型管ビン（内径７ mm. 長さ６ｍｍ）に５頭ずつ入れ，毎日生存個体

数を調べた．実験は25±2°C, 16L-8Dの日長下で行なった．

５√羽化後成虫の飛翔筋の有無と幼虫密度との関係　羽化した成虫の飛翔筋（直接と間接の両方を

含む）の有無とその後の変化が幼虫密度の影響を受けるかについて次のような実験を行なった．野

外から採集七た成虫に約24時間産子させた．産子された１齢幼虫を葉当たり1, 5, 10, 15及び20

頭接種して成虫になるまで飼育した．成虫になった日にまず解剖して飛翔筋の有無を調べた．次に
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成虫になった日からサルスベリの葉で飼育をして，５日後，10日後，15日後及び20日後にそれぞれ

生存している成虫を解剖して飛翔筋の有無を調べた．各区の１回の解剖数は10頭とした．実験は25

±2°C, 16L-8Dの日長下で行なった.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥:

６．産子数に及ぼす幼虫密度の影響　羽化した成虫の産子数が幼虫密度の影響を受けているかを次

のような実験で調べた. 1997年９月野外から採集した成虫を約24時間産子させた．産子された１齢

幼虫を葉当たり1, 5, 10, 15及び20頭ずつ接種して，成虫になるまで飼育した．成虫になった時

点で，各区とも10頭ずつ用いて次のような実験を行なった.し各区とも成虫１頭ずつ，新鮮な葉に接

種して，死亡するまで産子させた．毎日産子された幼虫を数克，その直後に葉から取り除いた．実

験は25±2℃，１６Ｌ－８Ｄの日長下で行なった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　果

１．サルスベリマダラアブラムシの発生消長　1995年から３年間にわたって本種の発生量を調べた

結果を各年の調査日ごとに葉当たり個体数を算出し，その値を年平均にした値をFig. 1に示す．本

種のその年の初期発生は早い年は５月中旬，遅い年は６月上旬で，年によって異なっていた．従っ

て，本種は５月中旬から６月上旬に発生が始まる．その後７月上旬までの個体数は変化が少なく推

移し，７月中旬に個体数の増加が見られた．その後は減少と増加の繰り返しが９月まで見られた．

この時期に本種のコロニー近くでヒメカメノコテントウProp:>μｅａ ｊａｐｏｎｉｃａ(Thunberg),ナナホ

シテントウＣｏｃｃｉｎｅｌｌａ　ｓｅｐtｅｍｐｕｎｃtａtａｂｍｃｆｅｉMULSANT,ナミテントウＨａｒｒａｏｎｉａ　ａｘ^i八(Ｅｓ

(Ｐ八ＬＬ八s)，ダンダラテントウＣｈｅｉｌｏｍｅｎｅｓ ｓｅｘｍａｃｕlc比ａ(Ｆ八BRICIUS)が観察された．又この時期

に台風や低気圧の接近による強風が吹く日があった.10月から再び個体数が増加して，産卵雌や雄

の出現が見られ，それらの個体数は次第に多くなり，時間が経過するにつれて成虫はすべて産卵雌

と雄になって，総個体数が減少するようになり，ｎ月中旬には発生個体が見られなくなった．なお，

本種は個体と個体の問が少し離れているので，葉当たり個体数が非常に多くなるようなことは見ら

れなかった．
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Fig. 1. Seasonal changes in the number of Ｓａｒｕcalliｓｋａｈａｉｕal仙ｏｆｅａｌａｎｉ

　　　(KlBK人LE)Ｙ)ｏｎＬａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａｉｎｄｉｃａin 1995-1997.

２．羽化成虫の大きさに及ぼす幼虫密度の影響　Fig. 2に羽化成虫の大きさに及ぼす幼虫密度の影

響を調べた結果を示す．１頭区，５頭区及び10頭区では体長の平均値は1.45niniから1.47nffliでほぼ同
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じであった.15頭区の平均値は1.39mniで10頭区以下の区とはばらつきがあって統計的に有意でなかっ

たが小さくなる傾向を示した.20頭区の平均値は1.30mmで15頭区よりさらに小さくなったが，15頭

区との差はばらつきがあって統計的に有意でなかった．しかし，20頭区の体長は10頭区以下の区の

値とは統計的に有意（t一検定，Ｐく0.01）で，明らかに小さかった．
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Fig. 2. Body length of S. ｆｅａｈａｕjalｕｏｋａｌａｎｉ,　adultswhich were reared at

　　　different densities in the larvae. Vertical bars indicate the standard

　　　deviation.

３．羽化後成虫の移動に及ぽす幼虫密度の影響　羽化後の成虫が羽化場所から移動するかを幼虫密

度との関係で調べた結果をFig. 3に示す．１頭区では羽化場所から離れることなく産子する行動が

見られた．５頭区では大部分の個体は羽化場所で産子したが，一部の個体（約５％）は隣の新鮮な

葉に移動した.10頭区では移動する個体が増え，15頭区でさらに移動個体が多くなり，30頭区にな

ると約25％の個体が移動した．全体的には幼虫密度が増加するにつれて移動個体が増加する傾向を

示した．なお，各区の羽化直後の個体はしばらく行動せずにじっとしていることが観察され，それ
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は１日以内であった．この時をテネラル期と判断された．又各区の羽化直後成虫を新鮮な葉に１頭

ずつ接種すると，すべての個体は飛ぶことなく産子を始めた．　　レ

４．飢餓条件下の成虫寿命と幼虫密度との関係　羽化した成虫を飢餓条件下においてその寿命を幼

虫密度との関係で調べた結果をFig. 4に示す．１頭区の平均生存日数は2.4日で，５頭区から密度

が高くなるにつれて短命傾向を示し，15頭区以上では約2.0日となった．以上のように,ﾀﾞ密度が高

くなるほど短命になる傾向を示すがいずれも２日間なので差があるとは判断できなかった．
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Fig. 4. Relationship between larval density and longevity under stavation

　　　condition ｏＩＳ、feahaiｕalitofealani　adults.Vertical bars indicate the

　　　standard deviation.

５．羽化後成虫の飛翔筋の有無と幼虫密度との関係　羽化した直後の成虫とその後の日齢ごとの成

虫について飛翔筋を持つ個体の割合と幼虫密度との関係をFig. 5に示した．羽化直後の成虫は幼虫

密度とは関係なくすべての個体が飛翔筋を持っていた．その後も５日間隔で解剖して調べたが幼虫

密度に関係なく，死亡するまで全個体が飛翔筋を持っていた．
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Fig. 5. Daily changes of the percentage of the adults with flight muscle in

　　　S.　ｆｅａｈｃしｗalｕｏｆｅａｌａｎｉａt different larval densities (indicate by 1 ， 5 ，10，

　　　15 and 20 in figure).
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゜6.産子数に及ぼす幼虫密度の影響　羽化した成虫を１頭ずつ飼育して死亡するまでの産子数の過

程を幼虫密度ごとに調べた結果をFig. 6に示す．各区とも羽化１日目から産子する個体と２日目か

ら産子する個体が見られた．従って，産子前期間は短く１白以内であった．各区とも２日目から８

日目までは産子数が多く，それ以後は少なくなった．羽化成虫の総産子数を幼虫密度ごとに調べた

結果をFig. 7に示す．１頭区の成虫の平均産子数は約50であるがばらつきも大きかった．５頭区成

虫の産子数の平均値は47.9で１頭区より少ないがばらつきがやや大きく有意な差は認められなかっ

た.10頭区成虫の産子数の平均値は54.9で前２区より大きいが，ばらつきが非常に大きく統計的な

有意差はなかった.15頭区成虫の平均産子数は５頭区の値と同じで，ばらつきも大きいので他区と

差はないと判断された.20頭区成虫の平均産子数は45で他区より少ない傾向を示すが，他区同様ば

らつきが大きいので，統計的な有意差は認められなかった．
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Fig. 7. Total number of larvae deposited by ａ adult which were reared at

　　　different densities in the larvae. Vertical bars indicate the standard

　　　deviation.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　察

　サルスベリマダラアブラムシは夏期に発生すると言われている(小林1)，小林．滝沢2)，森津3)，

奥野らｏ，宗林5)，上住・西村6)卜が，具体的な資料は示されていない．今回３年間にわたって調

べた結果，７月から９月までかなりの発生が見られることが示された(Fig. 1).この結果は，野

菜に発生するアブラムシの多くの種が春と秋に発生量が多いこと(例えば，田中12) ^とは明らかに

異なる．この繁殖期間にしばしば個体数が減少することが見られる(Fig. 1).これはヒメカメノ

コテントウ，ナナホシテントウ，ナミテントウ及びダンダラテントウの発生が見られたので，これ

らテントウの捕食による結果と時々強風が吹いたことが影響しているものと思われる．本種は個体

と個体の間が少し離れて生活しているので葉当たり個体数が多くなれないから，この繁殖期間に移

動が生じていると考えられる．そして移動先で新しいコロニーが形成されるものと考えられるが，

この移動と繁殖についてはこれまで調べれれていない．アブラムシ類では高密度で出現した有効型

成虫は体が小さくよく移動するという説がある(例えば, KiDD and ＣＬＥ人ＶＥＥ１３)).本種は繁殖期間

はすべての個体が長効型なので(小林1)，小林・滝沢2)，森津3)，奥野ら4)，宗林5)，ＨＩＧｕcHI7)，

野里8))，密度によって羽化成虫の大きさが異なることが予想され，それは移動と産子数に関係が

あると考えられる．実験の結果，高密度になると体の大きさが小さくなることが認められた(Fig.

2).このことは移動と産子数に幼虫密度が関係していることを示唆している．そこで，各密度か

ら羽化した成虫が移動するかを調べたところ，密度が高くなるほど移動する個体が多くなった

(Fig. 3).このことは，本種は葉当たり個体数が多くなるほど羽化成虫がその葉から移動する個体

が多くなることを示している．ただ，無辺型と長短型が出現する種(第４型)では長短型は羽化場

所を必ず離れる(野里8))のに対し，本種は低密度の時は移動せず，密度が高くなるにつれて次第

に移動個体が多くなるだけで，同じ長短型でも羽化後の移動については明らかに異なる．外国産ア

ブラムシで繁殖期間が長麹型個体だけのＤｒｅｐａｎｏｓipfiｕｍ ｐｌａtａｎｏｉｄｅｓ(SCHR.)でも密度が高くな

るほど移動率が高くなることが知られている(DlｘolヽＪ and Mercer"').

　アブラムシ類では長短型は無麹型より飢餓に強く，風に流されて比較的長期間にわたって摂食な
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しで生存でき移動先で繁殖できると言われている(野里8)，野田15)).本種の今回の実験の結果，高

密度になるほど多少短命になる傾向を示したが，差は認められず全区とも約２日間の短命であった

(Fig. 4).ワタアブラムシ(第４型)では飢餓条件での生存日数は20℃で４日間，25℃で３日間で

あった(野里8)).このことから，本種は飢餓条件に比較的弱いことが明らかになり，成虫は移動

分散には適しているとは考えられず，特に風による長期間の移動には不適であると判断される．

　アブラムシ類では羽化後数日で飛翔筋が分解する種と飛翔筋を死亡するまで保有している種が知

られている(DiXON et al."', Johson'",辻・河田18)).このことは，羽化後数日で移動を中止する

種と常に移動できる種がいることを示している．本種についての今回の実験結果では全区とも全個

体が死亡するまで飛翔筋は保有していた(Fig. 5).この結果は，本種は常に移動できることを示

している．外国産アブラムシで長短型だけが出現するＤ，ｐｌａtａｎｏｉｄｅｓも飛翔筋は分解しないこと

が知られている(DixoiヽJ et a1.16)，Ｈ人ine'").アブラムシ成虫の前産子期間については有短型成虫

と無知型成虫で差がある種(河田10) ^と差が認められない種(野里2o))がある．本種についての今

回の実験では羽化後１日目から産子する個体と２日目から産子する個体があり，前産子期間は短かっ

た(Fig. 6).この結果は羽化後すぐに産子に入ることが可能で，移動する必要がないことを示して

いる．外国産アブラムシＤ.　ｐｌａtａｎｏｉｄｅｓではすぐに産子する個体もいるが数日の前産子期間を示

す個体も知られている(Dlｘｏｙ1)).外国産アブラムシＤ.　ｐｌａtａｎｏｉｄｅｓの１雌当たり総産子数は条

件がよい場合でも26.4である(Dlｘｏｘ22)).これに対して，本種の今回の実験結果では，条件がよい

場合で約55，条件が悪い場合でも約45を示し(Fig. 7),明らかに本種の産子数が多い．この差の

理由については今のところ明らかでない．又本種の産子数は，第４型のワタアブラムシの25℃での

値(野里8))とほぼ同じである．総産子数と密度との関係は統計的には有意差はないが，高密度区

では産子数が少ない傾向を示したことは成虫の大きさ(Fig. 2)が影響しているものと推測される．

　以上のことから，本種成虫は飛翔筋を保有しているものの羽化後積極的に移動する性質は持って

いないと考えられる．ただ，葉当たり個体数が多くなってくると，羽化成虫は移動する個体が多く

なるものと思われる．その後の成虫も飛翔筋を保有しているので，葉当たり個体数が多くなると羽

化成虫と同様に常に移動するものと推測される．これらの結果から本種成虫の羽化後の行動はテネ

ラル期と飛翔・産子期の２期説になる．第４型のワタアブラムシが３期説(テネラル期，飛翔・産

子期，定着期)を示すこと(野里8))とは明らかに異なる．外国産アブラムシＤ，ｐはtａｎｏｉｄｅｓも２

期説と考えられる(DiXON et al.16)，Ｈ人mE19)，Dlｘｏ�3)).これらのことから，長知型だけが出現す

るアブラムシでは成虫の羽化後の行動は２期説を示す種が多いことが示唆される．

摘　　　要

　1995年から1997年にサルスベリマダラアブラムシの暖地における発生消長と室内において成虫の

大きさ，成虫の移動率，飢餓条件下の成虫の寿命，成虫の飛翔筋の有無及び産子数に及ぼす幼虫密

度の影響を調べた．本種は７月～９月にサルスベリに多く発生することが明らかになり，この期間

に移動と繁殖が行われると思われた．幼虫密度が高いと成虫は小さくなった．羽化成虫は密度が低

い時は産子する傾向があるが，密度が高くなると成虫は明らかに移動する傾向を示した．羽化直後

成虫の飢餓条件下の寿命と幼虫密度との間には差は見られなかった．密度に関係なく，羽化直後成

虫は飛翔筋を持っており，それは死亡するまで分解しなかった．羽化後１～２日目までには産子し，

２日から８日までの産子数が多かった．幼虫密度が低い時の１雌当たり産子数は50～55で，高密度

では45～50であった．本種成虫の羽化後の行動パターンは２期（テネラル期，飛翔・産子期）に分

けられた．
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